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操作手順 
装置の始動 

①ＰＯＷＥＲスイッチをＯＮします。シーケンサの起動に１０秒程度お待ちください。 

 

チャンバーリーク 

②ＬＥＡＫスイッチを押すとチャンバー内に空気が入り、大気解放されます。リ

ーク中はスイッチが点滅し、点滅が終了すると完了の合図となります。 

 

操作手順 

作業は、マニュアル操作でコーティング条件を設定し、以降同じ条件で使用される場合はＡＵＴＯ

シーケンスを利用すると便利です。 

調整手順で設定する内容は、雰囲気圧力、放電時間、放電電流値です。 

 

調整手順・ＭＡＮＵＡＬ操作手順 
 

１． ⑭上蓋を開け、⑫試料ステージの上に条件設定を行う試料をセットし

てください。 

 

 

 

２． ⑭上蓋を閉め、③ＥＶＡＣスイッチをＯＮして真空排気を行ってくだ

さい。 

 

 

 

３． ⑨真空計の表示が４Ｐａに到達したら④ＧＡＳ－ＰＡＲＧＥスイッチ

をＯＮしてください。 

 

 

 

４． 雰囲気ガスが導入され、チャンバー内のガスが置換されます。 

（約１分間） 

 

 

 

５． ⑦Ｐａ―ＣＯＮＴＲＯＬを調整し、目的の雰囲気圧力になるよう微調

整を行ってください。（１０頁を参照） 

調整の際は、圧力が安定するまで１分程度掛かります。 

 

 

 

６． 雰囲気圧力が安定したら、⑩タイマーを操作し、プラズマ放電したい

時間にセットしてください。（１０頁を参照） 

 

 

 

７． ⑤ＳＴＡＲＴスイッチを押すと電圧が印可されます。⑧ＨＶ－ＣＯＮ

ＴＲＯＬを徐々に上げて、目的の電流値へセットしてください。 

設定時間が経過すると放電が自動で停止します。 

 

 

 

８． ④ＧＡＳ－ＰＡＲＧＥスイッチＯＦＦ→③ＥＶＡＣスイッチＯＦＦ→

②ＬＥＡＫスイッチＯＮと順番に押していき、チャンバーリークを行

って試料を取り出してください。 

 

 

 



VACUUM DEVICE   

- 4 - 

ＡＵＴＯ操作手順 

1. 試料をセットし、上蓋を閉じてください。 

2. 調整した条件と同一のイオン照射を行う際は、⑥ＡＵＴＯスイッチをＯ

Ｎしてください。 

3. 排気 → 雰囲気圧力調整 → 放電 → リークのシーケンスを自動

で実行いたします。 

※各スイッチの点滅が進行状態を表します。 

※ＡＵＴＯ動作中に⑧ＨＶ－ＣＯＮＴＲＯＬを微調整しても問題ありません。 

 

タイマーの設定方法 

タイマーの設定レンジは１秒～９９分５９秒です。 

表示桁数は４桁で、１．３０（ms）は１分３０秒を表します。 

表示桁に対応した設定キーを上下して数値の設定を行います。 

MODE、RST ボタンは操作する必要はございません。 

 

 

装置の立下げ 

1. ③EVAC スイッチを ON して真空排気を３Ｐａ程度まで行い、再び③ＥＶＡＣスイッチを押し

てください。チャンバー内は真空に保たれます。 

2. ①ＰＯＷＥＲスイッチをＯＦＦしてください。 

 

 

安全対策について 

 

1. 蓋の開閉センサー 

 上蓋が開いた状態での誤操作防止として、②ＬＥＡＫスイッチ以外一切のスイッチ入力を受

け付けなくなります。 

2. スイッチのインターロック 

 間違った操作が出来ないように、スイッチにはインターロックが設定されております。 

3. 停電時の安全対策 

 停電等により装置への電源供給がストップすると、すべてのバルブが閉まり、チャンバー内

は状態を保持します。動作はすべてリセットされ、電源復帰時は停止状態となっております。 

また、ロータリーポンプ配管内は自動で大気リークされます。 

 

 

 

 

  

現在値 

設定値 

設定キー 



VACUUM DEVICE   

- 5 - 

装置の使用例 
 

親水処理：カーボン支持膜やプラスチック膜などの表面を親水性にする処理です。また、凝集試料

を分散させる場合にも有効です。 

 

雰囲気ガス 空気、又は酸素 

雰囲気ガス圧力 ２０Ｐａ前後 

放電電流値 １０～３０ｍＡ 

処理時間 １～２分 

 

クリーニング：ミクロトームに使用するダイヤモンドナイフなどの表面をクリーニングしてその効

果を高めることが出来ます。 

 

雰囲気ガス 空気、又は酸素 

雰囲気ガス圧力 １０～１５Ｐａ前後 

放電電流値 ３０～４０ｍＡ 

処理時間 ３分程度 

 

エッチング：カーボン薄膜、有機材料などの表面をナノオーダーでエッチングしたい時に活用可能。 

 

雰囲気ガス 空気、又は酸素 

雰囲気ガス圧力 ８～１２Ｐａ前後 

放電電流値 ３０～４５ｍＡ 

処理時間 １～３０分 

 

 

 

ＰＤＭＳ貼付：マイクロ流路作成用シリコンをガラスなどに貼り付けることを容易にします。 

 

雰囲気ガス 空気 

雰囲気ガス圧力 ８０～９０Ｐａ 

放電電流値 ３０～５０ｍＡ 

処理時間 ３０秒～２分 

 

 

 

 

 

 

  

 
カーボン膜のエッチング例 

（下側のみ除去） 

 

 

プラズマ発生時の様子。 

下電極・上電極の表面 

5ｍｍ程度の領域が発光。 

 

90℃で数分加熱処理。 

耐圧：数 MPa 
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装置のクリーニング 
 

装置を使用していくと、チャンバー内の主に試料台周辺や電極表面にハイドロカーボンの膜が形

成されます。汚れが堆積するとハイドロカーボン膜が電気抵抗となり電流が流れにくくなります。 

電極表面が薄く茶色がかってきたら電極のクリーニングを行ってください。 

 

部品のクリーニング 

試料台周囲部品、ガラス円筒をそれぞれ取り外してください。金属研磨剤を少量、ヘキサン等で

湿らせたキムワイプなどに付け、部品を磨いて下さい。 

研磨剤は十分に拭き取り、仕上げ拭きを行ってください。 

 

保守メンテナンスについて 
 

ロータリーポンプのオイル交換 

半年に１度のオイル交換が目安です。オイルはアルバック社製ＳＭＲ－１００をご使用ください。 

 

交換手順 

1. オイルミストフィルターを外し、オイル受け用の容器を準

備してください。 

2. ＲＰ下部にあるボルトを１７番スパナを使って緩めます。

外すとオイルを抜くことが出来ます。抜き終えたらボルト

を元のように締め直します。 

3. ポンプ上部から新しいオイルを注入します。注入量目安

はＭＡＸに対して赤丸印中央程度です。 

4. オイルミストフィルターを元のように取り付けてくださ

い。 

 

ガラス筒パッキンの交換 

パッキンは３年程度経過すると徐々に劣化してまいります。また、使用環境によっても劣化の度

合いは異なります。 

パッキン表面が硬化し、亀裂が目立つようになりましたら新しいパッキンと交換してください。 

 

装置の返送修理 

装置の返送修理が必要な場合は、オイルミストフィルターをオイルキャップと交換してください。 

真空排気を行い、チャンバーを固定した状態でご返送ください。 

排気管、及び電源ケーブルなど、付属品類一式もご返送ください。 
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トラブルシューティング 
 

症状 主な要因 対応について 

真空度が上がらない。 

（圧力が下がらない） 

又は真空度の上りが

著しく悪い。 

シール面等に異物が挟ま

っている。 

シール面の汚れ及び異物を除去してくだ

さい。 

全体のクリーニング直後

である。 

全体のクリーニング直後は真空度の上が

り方が鈍くなります。３時間程度連続で

排気動作を行い３Ｐａ以下到達を確認し

てください。 

チャンバー内が著しく汚

れている。 

クリーニングを行って下さい。 

ＲＰオイルが酸化してい

る。 

ＲＰオイルが変色していたり、半年以上

オイル交換を行っていない場合は、オイ

ル交換を行って下さい。 

ガラス筒の破損 ガラス筒を交換してください。 

ガラス筒パッキンが最適

でない。 

真空グリスは極少量塗布してください。 

また、パッキンに亀裂が目立つようにな

ったら新しい物に交換してください。 

リークバルブ、真空計 

センサー、ＲＰの故障。 

メーカーへの返送修理が必要です。 

ＲＰが動かない。又は

ヒューズが切れる。 

周囲温度が低い。 ２５℃程度の室温が安定した部屋で御使

用下さい。 

ＲＰの故障。 メーカーへの返送修理が必要です。 

放電しない。又はヒュ

ーズが切れる。 

電極とアース間でショー

トしている。 

テスターで電極と上蓋のアース面で導通

しているか確認してください。導通して

いる場合は原因を取り除いてください。 

電極表面が茶色く汚れて

いる。 

様々なガス分子が原因となり、電極表面

にハイドロカーボン膜が形成されていま

す。研磨剤を使い、電極のクリーニング

を実施してください。 

放電の様子がおかし

い。 

真空度の設定が最適でな

い。 

使用目的に応じて雰囲気圧力を設定して

ください。 

アウトガスの出やすい試

料を処理している。 

試料の改善を行ってください。 

 

その他、装置の動作に異常を感じた場合は、販売代理店、又は弊社営業担当へご相談下さい。 

 

 


